
特別展

2015年（平成27年）９月18日（金） ～10月20日（火）  会期中無休

井伊直弼画像
（清凉寺所蔵）

月次茶器（個人所蔵）

〒522-0061滋賀県彦根市金亀町１番１号 TEL 0749-22-6100 

【交通】  JR 東海道本線・近江鉄道［彦根駅］から徒歩 15分
 名神高速道路彦根インターから車で 10分
 （近隣の市営駐車場等をご利用ください。）

【開館時間】午前８時 30分～午後５時（入館は午後４時 30分まで）
【観覧料】 一般 500 円／小中学生 250 円
 ※常設展示「ほんものとの出会い」もあわせてご覧になれます。
 ※団体（30名様以上）は割引がございます。

http://hikone-castle-museum.jp/



①講演会「井伊直弼の茶の湯」
平成27年（2015年）９月19日（土）午後２時～３時30分
●講師：熊倉功夫氏（静岡文化芸術大学学長）
●会場：当館能舞台正面見所
●定員：120 名（応募者多数の場合は抽選）
●受講料：500 円（展示の観覧には別途観覧料が必要です。）
※事前申込みが必要です。
●申込方法：往復はがき、彦根城博物館ホームページのいずれかの
方法で申込みができます。
※往復はがきによる申込：往信の裏面に住所・氏名・電話番号を、
復信の宛名面に住所・氏名を明記のうえ、「特別展講演会係」ま
でお申し込みください（お１人様１通）。

※彦根城博物館ホームページからの申込：ホームページの「講座・
教室・講演会」の案内画面から申し込めます。
※申込期間：8月15日（土）～９月７日（月）当日消印有効

②講演会「井伊直弼ゆかりの茶道具」
平成27年（2015年）10月３日（土）午後２時～３時30分
●講師：奥田晶子（当館学芸員）
●会場：当館講堂
●定員：60 名（当日先着順）
●資料代：１00円（展示の観覧には別途観覧料が必要です。）
●申込：当日受付（直接会場にお越しください。）

③ギャラリートーク
平成27年（2015年）9月26日（土）
１回目：午前11時～11時30分、2回目：午後２時～２時30分
●講師：奥田晶子（当館学芸員）
●会場：当館展示室１～２
●申込：不要（直接会場にお越しください。）
※観覧料が必要です。

茶湯一会集　井伊直弼筆
（当館所蔵）

黒楽茶碗　銘此花　楽道入作
（出光美術館所蔵）

楽焼蓋置　七種　井伊直弼作（当館所蔵）

会期中無休

2015年９月18 ～ ）金（日 10月20日（火） 

■関連事業

■会期

　彦根藩井伊家13代直弼は、江戸時代後期の代表的な大名茶人として知られています。彦根藩を率いる藩主
として、また、幕政を統括する大老として政治の表舞台で活躍するとともに、茶の湯の研鑽に力を注ぎ、茶書の
執筆や茶会の開催、弟子の育成、茶道具の制作などを精力的に行い、自らの茶の湯を追求しました。

安政４年 (1857)には、代表作「茶湯一会集」を完成させました。直弼が目指した茶の湯は、主と客が互いに相
手を思いやり、精神的に深い交わりを持つというものでした。茶湯一会集の序文に記された「一期一会」という
言葉には、直弼が理想とした茶の湯のあり方が端的に示されています。

　本展では、直弼の自筆の茶書や自作の茶道具などを一挙に公開し、併せて、彼が大きな影
響を受けた千利休と片桐石州ゆかりの茶書や茶道具を展示します。先人の教えに真摯に向き合
い、着実に自らの思想を築き上げた直弼の茶の湯の全貌をご覧ください。

特別展

〒522-0061滋賀県彦根市金亀町１番１号 TEL 0749-22-6100 

【交通】  JR 東海道本線・近江鉄道［彦根駅］から徒歩 15分
 名神高速道路彦根インターから車で 10分
 （近隣の市営駐車場等をご利用ください。）

【開館時間】午前８時 30分～午後５時（入館は午後４時 30分まで）
【観覧料】 一般 500 円／小中学生 250 円
 ※常設展示「ほんものとの出会い」もあわせてご覧になれます。
 ※団体（30名様以上）は割引がございます。

茶湯一会会集 井伊直直弼筆
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　弘化２年 (1845)、直弼は31歳にして「入門記」を執筆し、石州流の中に一派を立てることを宣言します。そして、

〔表面図版〕（上から）楽焼蓋置 七種 井伊直弼作（当館所蔵）／茶湯一会集 井伊直弼筆（当館所
蔵）／喫茶十徳蒔絵香合（当館所蔵）／湖東焼赤絵金彩芦雁図水指 鳴鳳作（当館所蔵）／井伊直弼
画像（清凉寺所蔵）／竹一重切花生 井伊直弼作（当館所蔵）／亀形重香合（当館所蔵）／月次茶器
（個人所蔵）

http://hikone-castle-museum.jp/

竹一重切花生  銘園城寺  千利休作（東京国立博物館所蔵）
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唐物円座肩衝茶入　利休円座（五島美術館所蔵）
撮影／名鏡 勝朗


